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a ＄・・ u ・1 ・a ・e 胴 様に 2 っ の 繁殖 時 1こ お い て 区 別 の 出来 る 2 つ の ・ a ・ e ・ が 認 め ら れ る 。 こ の 2 っ の ． ace 。

と地理 的 な分布 との 関係は現在 で は言 及 で きない 。

　　　　　　 分 類學上 ，分 布學 上 興味あ る H 本 産 蟹類 に つ い て　酒井　値 （横 浜 大 ・
学 芸 ）

　
L
　六 脚 の 蟹 Lam ）40piialtcs属 （type ； ム saxf ）es　Alcock ） iti 属 の 特微 で あ る 駒部 腹慶第

一
節 の 横 り 溝

と 鋤 交 謙 が ma　L 字状 1 三あ る 点 で 古来知 られ て い る H ・x ・Pus　er， （亡ゾP・ ：　H 　sexpes 　Fab ・i・itlE） と 区別

され た が ，二 れ ら の 相違 点 は 樋奇物 も の と 思   L 鋼 ゐゆ 触 燃 属 は Uex ．iPus とす ぺ きで L，　se．＝Pes は 新

名 で 呼・に1 る ぺ き で あ る 。 　　　　　　　　　　　
−

2・
．ナ キ ガ ザ ・ （勘 鰭 ・ ・ （HeUen ”s）吻 ・ nensis 　Sal（・ iの all ・・アP ・ 1・指 定 さ る べ き 勅 ・尾 鷲附 近 の 磯

で 搬 され た （鰍 市 ・田 中信
一

氏 採集）P ・ と同様1・ s・・id・ 1・ ・i・ ・ … aD が 辮 し て い る 。

　3・a の 3 種 は 日本近 海で 最初 に 記録 され る熱馨性 の 蟹
・．
εあ る．

　　
C ・Phy ・ a 　r ・t・ nd ・frons　A ・Mi1 ・ e −Edwa ・d・ （P ・ 漁 ・ id・ ・ ，

一 八 丈島

　　Q祕 繍 ・… 舶 Dana （Xanthid … T ・ apez ［1・ ae ）一一
伊鑛 答志島 （鞭 市 ・9｛中信

一
氏 猴 ）

　　Epigrapsus 　 nointus （He 工ler） （Gecarcinidae ）
一

八 丈島

　
4・ タ カ ア シ ガ ニ （Macroeheirの と砂 蟹 （Oeypeda） の 分 布は房総以 南 に 限 ら れ て い た が 岩手 県 に ま で 北

上 し て い る ・ 獻 翻 北 に お い て ・。・ tln・ ・ US で あ る か 8 か 今彳麦 ・覇 査に 俟 ち た い
、

5・紋 島 1・ お い て ス ナ di　＝ の 耀 1穏休 を 翫 （・eNP ・d・　・・ rdimana ）．岩礁囃 叫 で 。d面 塒 帰 、

ない ・ 本年 7 月 18 日 の 南紀 の 水害 の 琉 水 が 8 月上 旬多数 三 宅 八 丈 に 鰭 せ る こ と黼 趨 類幼生 の 灘

牛活 の 期間 が 4椿 邇 聞 で あ る の で 本 土 か らの 幼 生 の N着が 考 え ら れ る 。

問 ・韓 蟹の 棲息状 ：態に つ き伺 い たL・・私 嚥 な記憶 で は シ ナ プ ” a ｝Lの 中 に 共 凄 しで ．瀉 と脇 が ． （di一

島広 ） 　答 文軟 で は 単 に Annelida と し て ち る き りで あ る が ，シ ナ プ タ と共棲 し て い る こ と は ．三 宅 貞

舐 か ら も伺 つ て い る ・ 相 模湾 な ど の 磁 の 緇 盤 穐 曳網 で 籔 偽 が ，自 離 活 を し て ・．・る よ う に も考 え

ら れ る ・ 　 問 発音器官を もつ カ ニ に 何 力聽 音器 勧 ミ認 肪 れ る か 。 （松本邦 夫）　 答 コ メ ツ キ ガ ニ 類

の 胸部 の ftg｝こ あ る ty・・pan ・ m は ・聴晋す る の で は な い か と思 わ れ る カ  他 唖 類 で 聴書 の 鯲 を す る

と思 わ れ る器官 は知 られ て
，
ビ ない り 　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　 八 実 島 海 産 軟 体 動 物 の 特 殊 性　滝 　　庸 〔国 立科学 博物館）

　八 丈島 で 綵集 し た海産 軟体動物 わ 中 で ，こ れ ま で に 同定 し得 た種禁は 492 種 で 、わ が 国 全 体 の 13％余 に

当 る ・ そ の 組成 は・ ヒ

「
ザ ラ ガ イ ge・14 （2・7％），腹足ge・422 （86％），斧 足類 5・ （・0 ．2％ ）， 醍 類 5 （・．1％ ）

で ，腹 足類｝群 顯 の 8 倍余 で あ臥 わ が 国 の 登腫類 に つ い て は ，瞑足類 は斧足類 の 約 3 倍 弱 で あ る か ら，
こ こ は腹足 顛 つ 種 類が非常 に 多 い こ と が わ か る 。 未同 定 の 種 類 に 腹足類が 多 い の で ，こ の 傾向は 今後更 ｝三増

す らの と考 え られ る 。

　こ れ ら の 分 叡 燃 度 に よ つ て 6 群 iこ 分 け た 。tsas群 （3ユ
c’〜4r・’ N ） ・ 58 種 （11 ．9％ ）、暖帯群 （25

・ 〜35 ・

）、

53 （10・7％ ）・広鶸 群 （oi〜35 °

）・ 266 〔54・1％）， 鵬 群 （。
’ 〜31q）1　 68 （13．7％ ），広分布群 （O

・− 5。。

）、

40 （S，2％），特産 7Cl ・4％）。 こ れ に よ つ て 瀝帯群 と暖帯群 と は ほ ぼ 等 しい が ， 湿 帯群 よ り 熱 帯群 の 方 か 多

い こ と・広暖帯群 が 過 単数 を 占 め て V6 こ と か ら，
’
煖海 の 分 布相 を 呈 し て 寿・る 。

　 P ・ nd 。，
’h、t。

，
　L 。dderia」

Titiscania．　Rochef ・ rtina の 諸萬 は わ が 匿 で は 随 て 発 見 さ れ た 。 ベ ニ ヤ カ タ ガ イ、 ．1、一ソ ム シ n ，カ ス リ タ

マ キ ビ な ど熱帯種 が こ こ に 分 布 して い る 乏）で
、 匹 国 ・ 九州 乃 踊緯 度 の と こ ろ と較 べ て ，更 に 南方 の 種類 が こ

こ ま で 分 布 して い る 。 こ れ は媛流の 影響 を 考 え さ せ る に 充分 で あ る 。

　　　　　　　 深 海 貝 類 の 隔 ．離 と 分 化 大 山 陸 （地質 調査所 ）

深海 の 貝 類 は 調 査 が 不充 分 で あ る た め に 生 物 地 理 学的 に 論・L｝
’
られ た煽が 少 い 。 筆 者は さ きに 本邦 （内地）

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 〔3り
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の 太平洋側 と 日 本海側 と を 比較 して 共通種が 少 い ： と を指 摘 した o 冒 じ こ とが 日 本 と カ リ フ オ ル ニ ア との 間

に も 成 立 つ
。 潔 慶 m 〜3αDm 位 に 産す る 貝 類に は 少数 の 共通種 が あ る が 3130m 以 潔 で ば 属 は 共通 して 種

は 薙 し な くな る ・

．
こ の 事熟 搬 脅駆 見れば ・鞍 学 上 甜 北極南極 つ 位置 は 一

定 で は な く，氷 期 欄 氷

期 に よ 砺 況 嘆 動 もあ つ （ ・こ れ ら 諸 原國 に よ ｝汾 布 が 拡大 し妙 縮 t；・ した り し て 現 在 に 至 つ た もの で あ

る。そ して 日 本 か ら南北 了 メ リ カ の 太 平 洋岸を通 つ て 南極 の 周辺 に 至 る 分布 を 示 す属 もあ る”．しか し
一

寸離

れ た 所 に は 別種 を 産 し、海紀 フ）遶 ふ 所 に 居 て 分 化 し、囀離 の 効 化 を 暗 示 した
．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

　　　　　　　　　　　日 本 の 海 麿 員 類 の 分 布 に つ い て 　波部忠 tt 〔京 大
・理 ・動）

　今回 は 貝 類 の 屯 二 枚 昼靉 の 分布 1こ つ い て 述 ぺ る 。 日 本各地 の 二 枚 貝類 の 目鎌 こ よ つ て ，調奄地 点 の 各 々

の 種 の 分 布 の 中心緯度 を求 め て （二 枚 貝 の 分布 ぱ 黒 出 ・波 部 1952 の che6k 　list に そ の 後 の 資料 を 加 え た

も 1）に よ つ た あ　更 に そ れ等 二 枚 貝類群 の 分 布 の 中 心 緯 度 の 中 央薩を算 出 して ．そ の 地点 の 実際 の 緯度 と中

央笹 の 示 す緯度 との 差 を 求 め た う そ し て 、口 本 沿 岸 わ 各調 査地 点 の 全 毅的 傾向 を 二考察す る と太 平 洋潰岸 で は

実 際 の 緯度 よ り 中 央燈 7＞示 す緯 蔓は 南に 偏 す る が 、但 し，噴友湾以 北 で は 中央値 り 緯 度 は 実 際 の 韓 度 と殆 ん

ど等 し い か ， 時 に 北 に 偏 す る 。 噴火湾 と函館 との 臨 で 中 央 笹 の 緯 度 が 南に 偏す る 割合 に 等 しい 差 が 出 来 る c

そ れ 以 南 で は 東 北 沿 岸 は 資栂 に 乏 しい h ：
， 中 央値 の 韓 度 が 南 に偏す る割合 が 北 で 大 き くて 二 枚 貝 相 に 著 しい

差 の な い こ と を 示 す ・ そh よ り以南種子 vE’． ま で は 、外洋 に 面 し た と こ ろ で は 南 乃 調 査 地 点 麒 映 尠 緯度 が

実 恥 韈 よ 喃 に 偏す 砧 哈 力懸 激 に 鋤 既 て 二 槭 類楸 こX しい 変化 城 る こ と 醤 島 しか し
一

面 内

灣 で は そ れ 蓬 著 し 仲 央 geopt度 が 実照 の 髏 よ 哺 に 偏 し な い
。 こ れ 1畑 都 濕 潮系 つ 二 枚 貝類を 主 と し，

・

後 者 は 大 陸 階岸 r“ rv 二 枚 員類を 主 と し て い る た め で あ る ． 日本 海 沿岸で は 各地点す べ て 中央筐 乃 緯度 は 実 際

の 緯度 よ り も南 に 偏 す る 。 ：距庭 湾 で も 織 こ の 頓向 が あ る．） し か し て 北海道余市ま で は北 の 地 点 崔鮨央賦 の 緯

度 は 実 際 の 緯 度 よ り多少南 1こ 偏す る 割 含 が 大 と な る が ，あ ま り著 し ゼ 変化 を 示 さ ない の 拡 ，日 本海の 二 枚貝

柑 が ゆ る や か に
’
変化 し て い る こ と を 漬 す 。

問 分 布 の 中 梛 鍍 の 中央 値の za定 の 場 合，　er息密度 を 考 證 す る 必 要 は ない か 。 （北沢 右三 ）　 答 こ の．
場 合 に は 考 窟 に 入 れ な い

。 　　 問　山形 県 産 貝類 に つ い て の 材料 を と ら れ た とき，飛 鳥産 の 貝類 も入れ て い

る か
。 （阿 部 襄） 　答 入れ て い な い 。 野村七 平氏 の 霞形 県 艮類 目鍬 こよ つ た 。

　　　　聿と して ヒ ドロ ソ ア よ り見 た 北 日 本海産 動耡 の 分 布 に つ い て 　山田真弓 （北大
・瑾 ・動）

筆 都 註 と し て 北黠 各地沿岸 に て 採 集せ られ た 40 余種 の ・ ド ・ ゾ ア の 栃 代表的 な る 21 種 を え ら び

その 分 布 に つ き検討 した 。 現在迄 は 概説的 に ，函 館附 近 及 び 日 本海沿岸 は暖流系、室蘭附 近 齷 爰流 霧疏混 合

系・厚岸 根室附 近 膿 流 系 と い われ て き た ． 然 し詳細 こ検 討すれば．更 計こ複雑 な分布型を 示す こ と 力朔 か に

なつ た ・ 特 に 室蘭 よ り函館江差附 近 及 び利 尻敬 両島附 近 に 儲 蛤 の プ ア ウ ナ が 見 られ ろ 。 こ れ を 魄の 底

灘 海 産無脊 椎動繍 の A ・ thQz ・a ・P 。 ly・haeta ，　M 。1L・ 9．c ・ ，　C ・
’
u ・tac・a な ど の 分 布 と比較 し て も大 休同

じこ とが 云 い 得 る ， 即 ち 北海道沿岸 の 海産 動物 の 分 布は 極 め て 複 雑 で あ り，北 毎道 活岸 に い くつ か の 明確 な

分 布 の 境界線 を ひ く こ と は 困難 で あ る と考 え られ る 。

　　　　　　　　　　　 日 本 産 obSCura シ ヨ ウ ジ 3 ウ パ エ に つ い て （第 3 報 ）

　　　　　　　　　　森驢大 五 郎 ・潤 田 豊 日 ・大羽厳 ・黒想 治男 （都立 大 ・理 ・生 ）

過去 3 年間 の 調 査の 結果本邦 に 楼 息す る ・b・cu ・a 群 シ ヨ ウ ジ ヨ ウ ．｛エ と し て it．　 Dres・Phil。　 bif。 、、，
’
。t。

及 び D ．alpina （殆 ど Burla の 原記載 と
一

致） が 知らオ遣 ，蘇 に 瞭 鰯 謝 β は や や 塞 冷 な 気鹸 に 値 す る 優勢
な
一

野生種 で あ り、各地 の 森林地帯に 虞 く榱 息す る と信 じ られ る に 至 つ た 。 しか し両 種共 出現は 夫 々 緯 度，

！tt
’
・季 pm 二 よ つ て 異 つ て い る ・ 先

一
デ 励 ・・f磁 に つ い て 見 る 出 ヒ海道地方 で は 7，8 月頃 に ・300 皿 、辺 か

’

紛 欟 こ 小樽 ・膈 の 高 曙 紙 4’よ・・厩 伽 に 類 以の ・ 種 （雄 ・ 匹） を大 黜 で 採集 され て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （40 ）
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